
 

 

 

 

 

 

 

 

補足-4【残留熱除去系配管改造工事の概要について】 

（改７） 

 

 

 



今回の残留熱除去系配管の改造に伴い，「実⽤発電⽤原⼦炉及びその附属施設の技術基準に関する規則」第１
１条，第１２条，第１４条，第１５条，第１９条，第２６条，第２７条，第３２条，第３３条，第４４条，第５
２条，第５４条及び第６２条から第６６条並びにそれらの「実⽤発電⽤原⼦炉及びその附属施設の技術基準に関

適⽤条⽂について
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No. 名称 変更内容

 残留熱除去系ポンプA 残留熱除去系熱交換器Aバイパス管分岐点 E12-F048A取替に伴う配管取替範囲の⾒直し
⇒
めた改造（TEE化）を⾏う。また、施⼯時調整⽤PIPE（SGV410）も併せ
て追加する。
【適⽤条⽂】
第２６条，第３２条，第３３条，第４４条，第６２条から第６６条

残留熱除去系熱交換器Aバイパス管分岐点 残留熱除去系熱交換器A

② 残留熱除去系熱交換器A A系統代替循環冷却系ポンプ吸込管分岐点 代替循環冷却系ポンプ吸込管取合い継⼿の形状⾒直し
⇒規格品TEEを使⽤した場合、分岐側と既設管切断位置が短く、配管を設
置することが困難なため、鍛造⼀体型TEEに変更する。材料については設
計建設規格に基づきSFVC2Bとする。
【適⽤条⽂】
第２６条，第３２条，第３３条，第４４条，第６２条から第６６条

③ A系統代替循環冷却系ポンプ吸込管分岐点 残留熱除去系熱交換器A出⼝管合流点 E12-F048A取替に伴う配管取替範囲の⾒直し
⇒
めた改造（TEE化）を⾏う。それに伴い2-6-RHR-74の接続先の変更を⾏
う。
【適⽤条⽂】
第２６条，第３２条，第３３条，第４４条，第６２条から第６６条

残留熱除去系熱交換器A出⼝管合流点 A系統代替循環冷却系ポンプ吐出管合流点

④ 残留熱除去系熱交換器Aバイパス管分岐点 残留熱除去系熱交換器A出⼝管合流点  、③の変更に伴い構成が継⼿、弁のみとなるため記載の適正化を⾏う
【適⽤条⽂】
第２６条，第３２条，第３３条，第４４条，第６２条から第６６条

⑤ A系統原⼦炉停⽌時冷却系配管分岐点 弁E12-F053A E12-F053A取替に伴う異材継⼿への変更
⇒弁材質（SUS）と上流側配管材質（STPT410）の異材溶接となること
から、溶接部の品質の安定化を図るためバタリングを⾏ったSFVC2Bの
PIPEに変更する。
【適⽤条⽂】
第６２条，第６３条

⑥ Ａ系統サプレッション・チェンバスプレイ配管分岐点 格納容器スプレイヘッダ pH制御装置設置位置⾒直しに伴う変更
⇒施⼯性及び⼲渉物状況を考慮し、B系統への接続とするためTEEを削除
する。
【適⽤条⽂】
第６３条

残留熱除去系統（Ａ） 主配管変更箇所⼀覧
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No. 名称 変更内容

 残留熱除去系ポンプＢ 残留熱除去系熱交換器Ｂバイパス管分岐点 E12-F048Ｂ取替に伴う配管取替範囲の⾒直し
⇒
管を含めた改造（TEE化）を⾏う。また、施⼯時調整⽤PIPE（SGV410）
も併せて追加する。
【適⽤条⽂】
第２６条，第３２条，第３３条，第４４条，第６２条から第６６条

残留熱除去系熱交換器Ｂバイパス管分岐点 残留熱除去系熱交換器Ｂ

残留熱除去系熱交換器Ｂ出⼝管合流点 Ｂ系統代替循環冷却系ポンプ吐出管合流点

② Ｂ系統代替循環冷却系ポンプ吸込管分岐点 残留熱除去系熱交換器Ｂ出⼝管合流点  の変更に伴い構成が継⼿、弁のみとなるため記載の適正化を⾏う
【適⽤条⽂】
第２６条，第３２条，第３３条，第４４条，第６２条から第６６条

残留熱除去系熱交換器Ｂバイパス管分岐点 残留熱除去系熱交換器Ｂ出⼝管合流点

③ 残留熱除去系ポンプＣ 低圧代替注⽔系残留熱除去系配管Ｃ系合流点 流量計位置調整のため直管を追加
⇒低圧代替注⽔系合流点が流量計測に影響を与えないよう、流量計を離れ
た位置に設置させるためPIPE（SGV410）を追加する。

④ Ｂ系統代替循環冷却系原⼦炉注⽔配管合流点 Ｂ系統原⼦炉停⽌時冷却系配管分岐点 E12-F053B取替に伴う配管取替範囲の⾒直し
⇒
めた改造（TEE化）を⾏う。また、施⼯時調整⽤PIPE（SGV410）も併せ
て追加する。
【適⽤条⽂】
第２６条，第３２条，第３３条，第６２条から第６６条

Ｂ系統原⼦炉停⽌時冷却系配管分岐点 Ｂ系統低圧注⽔系配管分岐点

残留熱除去系統（Ｂ）・（Ｃ） 主配管変更箇所⼀覧（1/2）
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No. 名称 変更内容

⑤ Ｂ系統代替循環冷却系テスト配管合流点 サプレッション・チェンバ 代替循環冷却系テストライン取合い継⼿取替範囲の⾒直し
⇒当該配管は開放端（サプレッション・チェンバ）であり、TEE下流側に
PIPEを追加し、閉⽌板にて耐圧検査を⾏うため。
【適⽤条⽂】
第３２条，第６４条

⑥ Ｂ系統原⼦炉停⽌時冷却系配管分岐点 弁E12-F053Ｂ E12-F053Ｂ取替に伴う異材継⼿の追加
⇒弁材質（SUS）と上流側配管材質（STPT410）の異材溶接となること
から、溶接部の品質の安定化を図るためバタリングを⾏ったSFVC2Bの
PIPEに変更する。
【適⽤条⽂】
第６２条，第６３条

⑦ Ｂ系統サプレッション・チェンバスプレイ配管分岐点 格納容器スプレイヘッダ pH制御装置設置位置⾒直しに伴う変更
⇒施⼯性及び⼲渉物を考慮し、本系統への接続としたためTEEを追加する。
【適⽤条⽂】
第６３条

⑧ 弁E12-F050Ｂ 再循環系ポンプＢ吐出管合流点 E12-F050Ｂ取替に伴う配管取替範囲の⾒直し
⇒原⼦炉冷却材圧⼒バウンダリ範囲の改造となるためSCC対策材である
SUS316TPのPIPE、エルボを追加する。
【適⽤条⽂】
第２７条，第６２条，第６３条

残留熱除去系統（Ｂ）・（Ｃ） 主配管変更箇所⼀覧（2/2）
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N
T
2
 
補
①

 Ⅱ
 
R
1 

(8) 主配管（使用済燃料貯蔵槽の補給及び冷却に用いるものを含む。）の名称，最高使用圧力，最高使用温度，外径，厚さ及び材料（常設及び可搬型の別に記載し，可搬型の場合は，個数及び取付箇所を付記すること。） 

・常設

変 更 前 変 更 後

名  称 
最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径＊2 

(㎜) 

厚 さ

(㎜) 
材 料 名  称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径

(㎜) 

厚 さ 

(㎜) 
材 料 

残

留

熱

除

去

系

＊5,＊23 

残留熱除去系ストレーナ A 

～ 

サプレッション・チェンバ

－[0.310]＊21,＊23

－[0.493]＊3,＊21 

104.5＊23 

148＊3 

GSTPL 相当 

残

留

熱

除

去

系

変更なし 

＊5,＊23 

残留熱除去系ストレーナ B 

～ 

サプレッション・チェンバ

－[0.310]＊21,＊23

－[0.493]＊3,＊21 

104.5＊23 

148＊3 

GSTPL 相当 

変更なし 

＊6,＊23 

残留熱除去系ストレーナ C 

～ 

サプレッション・チェンバ

－[0.310]＊21,＊23

－[0.493]＊3,＊21 

104.5＊23 

148＊3 

GSTPL 相当 

変更なし 

＊5,＊23 

サプレッション・チェンバ

～ 

弁 E12-F004A 

0.86＊1,＊23 
100＊23 

148＊3 
609.6＊23 

（9.5＊2,＊23）
SM41B＊23 変更なし 

＊5,＊23 

弁 E12-F004A 

～ 

残留熱除去系ポンプ A 

吸込管合流点 

1.52＊1,＊23 174＊23 609.6＊23 
（9.5＊2,＊4,＊23） 

SM50B＊23 変更なし 

＊5,＊23 

残留熱除去系ポンプ A 

吸込管合流点 

～ 

残留熱除去系ポンプ A 

1.52＊1,＊23 174＊23 609.6＊23 
（9.5＊2,＊4,＊23） 

SM50B＊23 変更なし 

＊5,＊23 

サプレッション・チェンバ

～ 

弁 E12-F004B 

0.86＊1,＊23 
100＊23 

148＊3 
609.6＊23 

（9.5＊2,＊4,＊23） 
SM41B＊23 変更なし 
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変 更 前 変 更 後

名  称 
最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径＊2 

(㎜) 

厚 さ

(㎜) 
材 料 名  称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径

(㎜) 

厚 さ 

(㎜) 
材 料 

残

留

熱

除

去

系

＊5,＊23 

弁 E12-F004B 

～ 

残留熱除去系ポンプ B 

吸込管合流点 

1.52＊1,＊23 174＊23 609.6＊23 
（9.5＊2,＊4,＊23） 

SM50B＊23 

残

留

熱

除

去

系

変更なし 

＊5,＊23 

残留熱除去系ポンプ B 

吸込管合流点 

～ 

残留熱除去系ポンプ B 

1.52＊1,＊23 174＊23 609.6＊23 
（9.5＊2,＊4,＊23） 

SM50B＊23 変更なし 

＊23

再循環系ポンプ吸込管分岐点 

～ 

弁 E12-F009 

8.62＊1,＊23 302＊23 508.0＊23 
（32.5＊2,＊4,＊23） 

SUS304TP＊23 変更なし 

＊23

弁 E12-F009 

～ 

弁 E12-F008 

8.62＊1,＊23 302＊23 508.0＊23 
（32.5＊2,＊4,＊23） 

SUS304TP＊23 変更なし 

＊23

弁 E12-F008 

～ 

原子炉停止時冷却系 

配管分岐点 

1.52＊1,＊23 174＊23 

508.0＊23 9.5＊2,＊23 STPT42＊23 

変更なし 

508.0＊23 
（9.5＊2,＊23）

SM41B＊23 

609.6＊23 

/508.0＊23 

9.5＊2,＊23） 

（9.5＊2,＊23） 
SM50B＊23 

609.6＊23 
（9.5＊2,＊4,＊23）

SM50B＊23 

＊23

原子炉停止時冷却系 

配管分岐点 

～ 

残留熱除去系ポンプ A 

吸込管合流点 

1.52＊1,＊23 174＊23 

609.6＊23 
（9.5＊2,＊23） 

SM50B＊23 

変更なし 

609.6＊23 

/457.2＊23 

9.5＊2,＊23） 

（9.5＊2,＊23） 
SM50B＊23 

457.2＊23 
（9.5＊2,＊23）

SM41B＊23 

457.2＊23 9.5＊2,＊23 STPT42＊23 補
4
－
1
5



（続き） 

N
T
2
 
補
①
 Ⅱ

 
R
1 

変 更 前 変 更 後

名  称 
最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径＊2 

(㎜) 

厚 さ

(㎜) 
材 料 名  称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(㎜) 

厚 さ 

(㎜) 
材 料 

残

留

熱

除

去

系

＊23 

原子炉停止時冷却系 

配管分岐点 

～ 

残留熱除去系ポンプ B 

吸込管合流点 

1.52＊1,＊23 174＊23 

457.2＊23 
（9.5＊2,＊23） 

SM41B＊23 

残

留

熱

除

去

系

変更なし 

457.2＊23 9.5＊2,＊23 STPT42＊23 

＊5,＊23 

残留熱除去系ポンプ A 

～ 

残留熱除去系熱交換器 A 

バイパス管分岐点 

3.45＊1,＊23 174＊23 

457.2＊23 

/355.6＊23 

（14.3＊2,＊23） 

（11.1＊2,＊23） 
SM41B＊23 

変更なし 

変更なし 457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 

457.2＊23 14.3＊2,＊23 STPT42＊23 

－ 変更なし 変更なし 

457.2 

/457.2 

/457.2 

14.3＊2） 

（14.3＊2） 

（14.3＊2） 

SGV410 

＊5,＊23 

残留熱除去系熱交換器 A 

バイパス管分岐点 

～ 

残留熱除去系熱交換器 A 

3.45＊1,＊23 174＊23 

457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 

変更なし 

変更なし 変更なし 

変更なし SGV410 

変更なし 

457.2＊23 14.3＊2,＊23 STPT42＊23 

変更なし 

3.45＊1,＊23 249＊23 

457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 

457.2＊23 14.3＊2,＊23 STPT42＊23 

558.8＊23 

/457.2＊23 

15.9＊2,＊23） 

（14.3＊2,＊23） 
SM41B＊23 

＊2

(a)

(b)
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変 更 前 変 更 後

名  称 
最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径＊2 

(㎜) 

厚 さ

(㎜) 
材 料 名  称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(㎜) 

厚 さ 

(㎜) 
材 料 

残

留

熱

除

去

系

＊5,＊23 

残留熱除去系ポンプ B 

～ 

残留熱除去系熱交換器 B 

バイパス管分岐点 

3.45＊1,＊23 174＊23 

355.6＊23 11.1＊2,＊23 STPT42＊23 

残

留

熱

除

去

系

変更なし 

変更なし 

457.2＊23 

/355.6＊23 

（14.3＊2,＊23） 

（11.1＊2,＊23） 
SM41B＊23 

457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 

457.2＊23 14.3＊2,＊23 STPT42＊23 

－ 変更なし 変更なし 

457.2 

/457.2 

/457.2 

14.3＊2） 

（14.3＊2） 

（14.3＊2） 

SGV410 

＊5,＊23 

残留熱除去系熱交換器 B 

バイパス管分岐点 

～ 

残留熱除去系熱交換器 B 

3.45＊1,＊23 174＊23 457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 

変更なし 

変更なし 変更なし 

変更なし SGV410 

変更なし 

3.45＊1,＊23 249＊23 

457.2＊23 14.3＊2,＊23 STPT42＊23 

変更なし 
457.2＊23 

（14.3＊2,＊23） 
SM41B＊23 

558.8＊23 

/457.2＊23 

（15.9＊2,＊23） 

（14.3＊2,＊23） 
SM41B＊23 

＊5,＊23 

残留熱除去系熱交換器 A 

～ 

A 系統代替循環冷却系 

ポンプ吸込管分岐点 

3.45＊1,＊23 249＊23 

558.8＊23 

/457.2＊23 

（15.9＊2,＊23） 

（14.3＊2,＊23） 
SM41B＊24 

変更なし 変更なし 変更なし 

変更なし 

457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊24 

457.2＊23 

/457.2＊23 

/457.2＊23 

14.3＊2,＊23 

/14.3＊2,＊23 

/14.3＊2,＊23 

STPT410＊23 457.2 12.7（14.3＊2） SFVC2B 

＊2

(i)

(c)

(j)
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変 更 前 変 更 後 

名    称 
最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径＊2 

(㎜) 

厚 さ 

(㎜) 
材 料 名    称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(㎜) 

厚 さ 

(㎜) 
材 料 

残 
 

留 
 

熱 
 

除 
 

去 
 

系 

＊7,＊23 

A 系統代替循環冷却系 

ポンプ吸込管分岐点 

～ 

残留熱除去系熱交換器 A 

出口管合流点 

3.45＊1,＊23 249＊23 457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SGV410 

残 
 

留 
 

熱 
 

除 
 

去 
 

系 

変更なし 

変更なし 

3.45＊1,＊23 174＊23 457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 変更なし 変更なし 変更なし SGV410 

＊7,＊23 

残留熱除去系熱交換器 A 

出口管合流点 

～ 

A 系統代替循環冷却系 

ポンプ吐出管合流点 

3.45＊1,＊23 174＊23 

－ 

変更なし 変更なし 変更なし 

457.2 

/457.2 

/457.2 

（14.3＊2） 

（14.3＊2） 

（14.3＊2） 

SGV410 

457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 

変更なし SGV410 

変更なし 

457.2＊23 14.3＊2,＊23 STPT410＊25 変更なし 

－ 

457.2 

/457.2 

/－ 

（14.3＊2） 

（14.3＊2） 

/－ 

SGV410 

＊8,＊23 

A 系統代替循環冷却系 

ポンプ吐出管合流点 

～ 

A 系統ドライウェル 

スプレイ配管分岐点 

3.45＊1,＊23 174＊23 

457.2 

/457.2 

/216.3 

14.3＊2 

/14.3＊2 

/8.2＊2 

STPT410 

変更なし 

457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 

457.2＊23 14.3＊2,＊23 STPT42＊23 

＊9,＊23 

A 系統ドライウェル 

スプレイ配管分岐点 

～ 

A 系統テスト配管分岐点 

3.45＊1,＊23 174＊23 406.4＊23 
（12.7＊2,＊23） 

SM50B＊23 変更なし 

＊2 

(d)

(e)

(f)

(g)

補
4
－
1
8



（続き） 

N
T
2
 
補
①
 Ⅱ

 
R
1 

変 更 前 変 更 後

名  称 
最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径＊2 

(㎜) 

厚 さ

(㎜) 
材 料 名  称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径

(㎜) 

厚 さ 

(㎜) 
材 料 

残

留

熱

除

去

系

＊10,＊23 

A 系統テスト配管分岐点 

～ 

低圧代替注水系 

残留熱除去系配管 

A 系合流点 

3.45＊1,＊23 174＊23 406.4＊23 
（12.7＊2,＊4,＊23） 

SM50B＊23 

残

留

熱

除

去

系

変更なし 

＊11,＊23 

低圧代替注水系 

残留熱除去系配管 

A 系合流点 

～ 

A 系統原子炉注水管分岐点 

3.45＊1,＊23 174＊23 

406.4 

/406.4 

/216.3 

12.7＊2 

/12.7＊2 

/8.2＊2 

STPT410 

変更なし 406.4＊23 
（12.7＊2,＊4,＊23） 

SM50B＊23 

3.45＊23 174＊23 

406.4＊23 

/406.4＊23 

/267.4＊23 

12.7＊2,＊23 

/12.7＊2,＊23 

/9.3＊2,＊23 

STPT410＊23 

＊11,＊23 

A 系統原子炉注水管分岐点 

～ 

格納容器スプレイヘッダ A 

（ドライウェル側） 

3.45＊1,＊23 174＊23 406.4＊23 
（12.7＊2,＊4,＊23） 

SM50B＊23 

変更なし 

3.45＊1,＊23 
77＊23 

148＊3 
406.4＊23 

（12.7＊2,＊4,＊23） 
SM50B＊23 

＊5,＊23 

残留熱除去系熱交換器 B 

～ 

B 系統代替循環冷却系 

ポンプ吸込管分岐点 

3.45＊1,＊23 249＊23 

558.8＊23 

/457.2＊23 

（15.9＊2,＊23） 

（14.3＊2,＊23） 
SGV410 

変更なし 457.2＊23

（14.3＊2,＊23） 
SGV410 

457.2 

/457.2 

/457.2 

14.3＊2） 

（14.3＊2） 

（14.3＊2） 

SGV410 

補
4
－
1
9



（続き） 

N
T
2
 
補
①
 Ⅱ

 
R
1 

変 更 前 変 更 後

名  称 
最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径＊2 

(㎜) 

厚 さ

(㎜) 
材 料 名  称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(㎜) 

厚 さ 

(㎜) 
材 料 

残

留

熱

除

去

系

＊7,＊23 

B 系統代替循環冷却系 

ポンプ吸込管分岐点 

～ 

残留熱除去系熱交換器 B 

出口管合流点 

3.45＊1,＊23 249＊23 457.2＊23

（14.3＊2,＊23） 
SM41B＊23 

残

留

熱

除

去

系

－ 

3.45＊1,＊23 174＊23 457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 

＊7,＊23 

残留熱除去系熱交換器 B 

出口管合流点 

～ 

B 系統代替循環冷却系 

ポンプ吐出管合流点

3.45＊1,＊23 174＊23 

－ 

変更なし 変更なし 変更なし 

457.2 

/457.2 

/457.2 

（14.3＊2） 

（14.3＊2） 

（14.3＊2） 

SGV410 

457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 

変更なし SGV410 

変更なし 

457.2＊23 14.3＊2,＊23 

STPT42＊23 

変更なし 

STPT410＊25 

＊8,＊23 

B 系統代替循環冷却系 

ポンプ吐出管合流点 

～ 

B 系統テスト配管分岐点 

3.45＊1,＊23 174＊23 

457.2 

/457.2 

/216.3 

14.3＊2 

/14.3＊2 

/8.2＊2 

STPT410 

変更なし 

457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 

＊10,＊23 

B 系統テスト配管分岐点 

～ 

B 系統 

サプレッション・チェンバ

スプレイ配管分岐点

3.45＊1,＊23 174＊23 457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 変更なし 

＊10,＊23 

B 系統 

サプレッション・チェンバ

スプレイ配管分岐点

～ 

低圧代替注水系 

残留熱除去系 

配管 B系合流点 

3.45＊1,＊23 174＊23 

457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 

変更なし 
457.2＊23 

/406.4＊23 

（14.3＊2,＊23） 

（12.7＊2,＊23） 
SM41B＊23 

406.4＊23 
（12.7＊2,＊4,＊23） 

SM50B＊23 

＊2

(k)

(l)

補
4
－
2
0



 

 

 

（続き） 

 

N
T
2
 
補
①
 Ⅱ

 
R
1 

変 更 前 変 更 後 

名    称 
最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径＊2 

(㎜) 

厚 さ 

(㎜) 
材 料 名    称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(㎜) 

厚 さ 

(㎜) 
材 料 

残 
 

留 
 

熱 
 

除 
 

去 
 

系 

＊11,＊23 

低圧代替注水系 

残留熱除去系 

配管 B系合流点 

～ 

格納容器スプレイヘッダ B 

（ドライウェル側） 

3.45＊1,＊23 174＊23 

406.4 

/406.4 

/216.3 

12.7＊2 

/12.7＊2 

/8.2＊2 

STPT410 

残 
 

留 
 

熱 
 

除 
 

去 
 

系 

変更なし 

406.4＊23 
 （12.7＊2,＊4,＊23） 

SM50B＊23 

3.45＊1,＊23 
77＊23 

148＊3 
406.4＊23 

（12.7＊2,＊4,＊23） 
SM50B＊23 

＊6,＊23 

残留熱除去系熱交換器 A 

バイパス管分岐点 

～ 

残留熱除去系熱交換器 A 

出口管合流点 

3.45＊1,＊23 174＊23 457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 － 

＊6,＊23 

残留熱除去系熱交換器 B 

バイパス管分岐点 

～ 

残留熱除去系熱交換器 B 

出口管合流点 

3.45＊1,＊23 174＊23 

457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 

変更なし 

－ 

457.2＊23 14.3＊2,＊23 STPT410＊25 変更なし 

＊6,＊23 

サプレッション・チェンバ 

～ 

弁 E12-F004C 

0.86＊1,＊23 
100＊23 

148＊3 
609.6＊23 

（9.5＊2,＊4,＊23） 
SM41B＊23 変更なし 

＊6,＊23 

弁 E12-F004C 

～ 

残留熱除去系ポンプ C 

吸込管合流点 

0.86＊1,＊23 
100＊23 

148＊3 
609.6＊23 

（9.5＊2,＊23） 
SM41B＊23 変更なし 

＊6,＊23 

残留熱除去系ポンプ C 

吸込管合流点 

～ 

残留熱除去系ポンプ C 

0.86＊1,＊23 
100＊23 

148＊3 
609.6＊23 

（9.5＊2,＊4,＊23） 
SM41B＊23 変更なし 

補
4
－
2
1



（続き） 

N
T
2
 
補
①
 Ⅱ

 
R
1 

変 更 前 変 更 後

名  称 
最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径＊2 

(㎜) 

厚 さ

(㎜) 
材 料 名  称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径

(㎜) 

厚 さ 

(㎜) 
材 料 

残

留

熱

除

去

系

＊6,＊23 

残留熱除去系ポンプ C 

～ 

低圧代替注水系残留熱除去系 

配管 C系合流点 

3.45＊1,＊23 
100＊23 

148＊3 

355.6＊23 11.1＊2,＊23 STPT42＊23 

残

留

熱

除

去

系

変更なし 変更なし 変更なし 

変更なし 
457.2＊23 

/355.6＊23 

（14.3＊2,＊23） 

（11.1＊2,＊23） 
SM41B＊23 

457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 

変更なし 

変更なし SGV410 

457.2＊23 14.3＊2,＊23 STPT42＊23 変更なし 

＊12,＊23 

低圧代替注水系残留熱除去系 

配管 C系合流点 

～ 

C 系統低圧注水系配管分岐点 

3.45＊1,＊23 
100＊23 

148＊3 

457.2 

/457.2 

/216.3 

14.3＊2 

/14.3＊2 

/8.2＊2 

STPT410 

変更なし 
457.2＊23 

（14.3＊2,＊23） 
SM41B＊23 

457.2＊23 14.3＊2,＊23 STPT42＊23 

＊12,＊23 

C 系統低圧注水系配管分岐点 

～ 

弁 E12-F042C 

3.45＊1,＊23 
100＊23 

148＊3 

457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 

変更なし 457.2＊23 14.3＊2,＊23 STPT42＊23 

457.2＊23 

/318.5＊23 

（14.3＊2,＊23） 

（10.3＊2,＊23） 
SM41B＊23 

＊13,＊23 

A 系統テスト配管分岐点 

～ 

A 系統 

サプレッション・チェンバ

スプレイ配管分岐点

3.45＊1,＊23 174＊23 406.4＊23 
（12.7＊2,＊23） 

SM50B＊23 変更なし 

＊14,＊23 

A 系統 

サプレッション・チェンバ

スプレイ配管分岐点

～ 

A 系統代替循環冷却系 

テスト配管合流点

3.45＊1,＊23 174＊23 406.4＊23 
（12.7＊2,＊4,＊23） 

SM50B＊23 

変更なし 3.45＊1,＊23 
100＊23 

148＊3 
406.4＊23 

（12.7＊2,＊23） 
SM50B＊23 

0.86＊1,＊23 
100＊23 

148＊3 
406.4＊23 

（9.5＊2,＊23） 
SM41B＊23 

(m)

補
4
－
2
2



（続き） 

N
T
2
 
補
①
 Ⅱ

 
R
1 

変 更 前 変 更 後

名  称 
最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径＊2 

(㎜) 

厚 さ

(㎜) 
材 料 名  称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(㎜) 

厚 さ 

(㎜) 
材 料 

残

留

熱

除

去

系

＊15,＊23 

A 系統代替循環冷却系 

テスト配管合流点

～ 

サプレッション・チェンバ

0.86＊1,＊23 
100＊23 

148＊3 

406.4＊23 
（9.5＊2,＊23） 

SM41B＊23 

残

留

熱

除

去

系

変更なし 

406.4＊23 9.5＊2,＊23 STPT38＊23 

406.4＊23 9.5＊2,＊23 STPT42＊23 

406.4＊23 
（12.7＊2,＊23） 

SM50B＊23 

＊16,＊23 

B 系統テスト配管分岐点 

～ 

B 系統代替循環冷却系 

原子炉注水配管合流点 

3.45＊1,＊23 174＊23 

457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 

変更なし 

457.2＊23 14.3＊2,＊23 STPT42＊23 

＊17,＊23 

B 系統代替循環冷却系 

原子炉注水配管合流点 

～ 

B 系統原子炉停止時冷却系 

配管分岐点 

3.45＊1,＊23 174＊23 

457.2＊26 

/457.2＊26 

/216.3＊26 

14.3＊2,＊26 

/14.3＊2,＊26 

/8.2＊2,＊26 

STPT410＊26 

変更なし 変更なし 変更なし 

変更なし 

457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 

変更なし 

457.2＊23 14.3＊2,＊23 

STPT42＊23 

STPT410＊25 

－ 

457.2 

/457.2 

/355.6 

（14.3＊2） 

（14.3＊2） 

（11.1＊2） 

SGV410 

＊2

(n)

補
4
－
2
3



（続き） 

N
T
2
 
補
①
 Ⅱ

 
R
1 

変 更 前 変 更 後

名  称 
最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径＊2 

(㎜) 

厚 さ

(㎜) 
材 料 名  称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径

(㎜) 

厚 さ 

(㎜) 
材 料 

残

留

熱

除

去

系

＊17,＊23 

B 系統原子炉停止時冷却系 

配管分岐点 

～ 

B 系統低圧注水系 

配管分岐点 

3.45＊1,＊23 174＊23 

457.2＊23 （14.3＊2,＊23） SM41B＊23 

残

留

熱

除

去

系

変更なし 変更なし 変更なし 

変更なし SGV410 

変更なし 

457.2＊23 14.3＊2,＊23 STPT42＊23 変更なし 

＊14,＊23 

B 系統低圧注水系 

配管分岐点 

～ 

B 系統代替循環冷却系 

テスト配管合流点

3.45＊1,＊23 174＊23 

457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 

変更なし 

457.2＊23 14.3＊2,＊23 STPT42＊23 

457.2＊23 

/406.4＊23 

（14.3＊2,＊23） 

（12.7＊2,＊23）
SM41B＊23 

406.4＊23 
（12.7＊2,＊23） 

SM50B＊23 

3.45＊1,＊23 
100＊23 

148＊3 
406.4＊23 

（12.7＊2,＊4,＊23） 
SM50B＊23 

0.86＊1,＊23 
100＊23 

148＊3 

406.4＊23 
（9.5＊2,＊23） 

SM41B＊23 

406.4＊23 9.5＊2,＊23 STPT38＊23 

＊15,＊23 

B 系統代替循環冷却系 

テスト配管合流点

～ 

サプレッション・チェンバ

0.86＊1,＊23 
100＊23 

148＊3 

406.4＊26 

/406.4＊26 

/216.3＊26 

12.7＊2,＊26 

/12.7＊2,＊26 

/8.2＊2,＊26 

STPT410＊26 

変更なし 変更なし 変更なし 

変更なし 

406.4＊23 
（9.5＊2,＊23） 

SM41B＊23 

変更なし 12.7＊2 STPT410 

変更なし 

406.4＊23 9.5＊2,＊23 STPT38＊23 

変更なし 406.4＊23 9.5＊2,＊23 STPT42＊23 

406.4＊23 
（12.7＊2,＊23） 

SM50B＊23 

(o)

(r)

補
4
－
2
4



 

 

 

（続き） 

 

N
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補
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 Ⅱ

 
R
1 

変 更 前 変 更 後 

名    称 
最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径＊2 

(㎜) 

厚 さ 

(㎜) 
材 料 名    称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(㎜) 

厚 さ 

(㎜) 
材 料 

残 
 

留 
 

熱 
 

除 
 

去 
 

系 

＊6,＊23 

A 系統ドライウェルスプレイ 

配管分岐点 

～ 

A 系統原子炉停止時冷却系 

配管分岐点 

3.45＊1,＊23 174＊23 457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 

残 
 

留 
 

熱 
 

除 
 

去 
 

系 

変更なし 

＊6,＊23 

A 系統原子炉停止時冷却系 

配管分岐点 

～ 

A 系統代替循環冷却系 

原子炉注水配管合流点 

3.45＊1,＊23 174＊23 

457.2＊23 
（14.3＊2,＊23） 

SM41B＊23 

変更なし 

457.2＊23 

/355.6＊23 

（14.3＊2,＊23） 

（11.1＊2,＊23） 
SM41B＊23 

355.6＊23 11.1＊2,＊4,＊23 STPT42＊23 

355.6＊23 11.1＊2,＊23 STPT410＊22,＊23 

＊18,＊23 

A 系統代替循環冷却系 

原子炉注水配管合流点 

～ 

弁 E12-F042A 

3.45＊1,＊23 174＊23 

355.6 

/355.6 

/216.3 

11.1＊2 

/11.1＊2 

/8.2＊2 

STPT410 

変更なし 
355.6＊23 11.1＊2,＊4,＊23 

STPT42＊23 

STPT410＊25 

355.6＊23 

/318.5＊23 

11.1＊2,＊23 

/10.3＊2,＊23 
STPT42＊23 

＊18,＊23 

B 系統低圧注水系配管分岐点 

～ 

弁 E12-F042B 

3.45＊1,＊23 174＊23 

355.6＊23 11.1＊2,＊23 STPT42＊23 

変更なし 

355.6＊23 

/－ 

/355.6＊23 

11.1＊2,＊23 

/－ 

/11.1＊2,＊23 

STPT42＊23 

355.6＊23 

/318.5＊23 

11.1＊2,＊23 

/10.3＊2,＊23 
STPT42＊23 

補
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変 更 前 変 更 後 

名    称 
最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径＊2 

(㎜) 

厚 さ 

(㎜) 
材 料 名    称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(㎜) 

厚 さ 

(㎜) 
材 料 

残 
 

留 
 

熱 
 

除 
 

去 
 

系 

＊23 

A 系統原子炉停止時冷却系 

配管分岐点 

～ 

弁 E12-F053A 

3.45＊1,＊23 174＊23 

355.6＊23 11.1＊2,＊4,＊23 

STPT42＊23 

残 
 

留 
 

熱 
 

除 
 

去 
 

系 

変更なし 変更なし 変更なし 

変更なし STPT410＊25 

355.6＊23 

/318.5＊23 

11.1＊2,＊23 

/10.3＊2,＊23 
STPT410＊25 

318.5＊23 10.3＊2,＊23 STPT42＊23 変更なし （10.3＊2） SFVC2B 

＊23 

B 系統原子炉停止時冷却系 

配管分岐点 

～ 

弁 E12-F053B 

3.45＊1,＊23 174＊23 

355.6＊23 11.1＊2,＊23 STPT410＊25 

変更なし 変更なし 変更なし 

変更なし 
355.6＊23 

/318.5＊23 

11.1＊2,＊23 

/10.3＊2,＊23 
STPT410＊25 

－ 318.5 （10.3＊2） SFVC2B 

＊19,＊23 

A 系統 

サプレッション・チェンバ 

スプレイ配管分岐点 

～ 

格納容器スプレイヘッダ 

（サプレッション・ 

チェンバ側） 

3.45＊1,＊23 174＊23 114.3＊23 6.0＊2,＊23 STPT42＊23 

変更なし 

変更なし 変更なし 

変更なし 

3.45＊1,＊23 
77＊23 

148＊3 

114.3＊23 6.0＊2,＊4,＊23 STPT42＊23 

変更なし 変更なし 114.3 

/114.3 

/－ 

6.0＊2 

/6.0＊2 

/－ 

STPT410 － 

＊19,＊23 

B 系統 

サプレッション・チェンバ 

スプレイ配管分岐点 

～ 

格納容器スプレイヘッダ 

（サプレッション・ 

チェンバ側） 

3.45＊1,＊23 174＊23 114.3＊23 6.0＊2,＊4,＊23 STPT42＊23 

変更なし 

変更なし 変更なし 変更なし 

3.45＊1,＊23 
77＊23 

148＊3 

114.3＊23 6.0＊2,＊4,＊23 

STPT42＊23 

変更なし 変更なし 

変更なし 

STPT410＊25 

－ 

114.3 

/114.3 

/－ 

6.0＊2 

/6.0＊2 

/－ 

STPT410 

＊2 

(h)

(p)
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変 更 前 変 更 後 

名    称 
最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径＊2 

(㎜) 

厚 さ 

(㎜) 
材 料 名    称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(㎜) 

厚 さ 

(㎜) 
材 料 

残 
 

留 
 

熱 
 

除 
 

去 
 

系 

＊18,＊23 

弁 E12-F042A 

～ 

弁 E12-F041A 

8.62＊1,＊23 302＊23 318.5＊23 17.4＊2,＊4,＊23 STS49＊23 

残 
 

留 
 

熱 
 

除 
 

去 
 

系 

変更なし 

＊18,＊23 

弁 E12-F041A 

～ 

原子炉圧力容器 

8.62＊1,＊23 302＊23 318.5＊23 17.4＊2,＊4,＊23 STS49＊23 変更なし 

＊18,＊23 

弁 E12-F042B 

～ 

弁 E12-F041B 

8.62＊1,＊23 302＊23 318.5＊23 17.4＊2,＊4,＊23 STS49＊23 変更なし 

＊18,＊23 

弁 E12-F041B 

～ 

原子炉圧力容器 

8.62＊1,＊23 302＊23 318.5＊23 17.4＊2,＊4,＊23 STS49＊23 変更なし 

＊20,＊23 

弁 E12-F042C 

～ 

弁 E12-F041C 

8.62＊1,＊23 302＊23 318.5＊23 17.4＊2,＊4,＊23 STS49＊23 変更なし 

＊20,＊23 

弁 E12-F041C 

～ 

原子炉圧力容器 

8.62＊1,＊23 302＊23 318.5＊23 17.4＊2,＊4,＊23 STS49＊23 変更なし 

＊23 

弁 E12-F053A 

～ 

弁 E12-F050A 

10.7＊23 302＊23 

318.5＊23 
（25.4＊2,＊23） 

SUSF316＊23 

変更なし 

318.5＊23 25.4＊2,＊23 SUS316TP＊23 

＊23 

弁 E12-F050A 

～ 

再循環系ポンプ A吐出管合流点 

10.7＊23 302＊23 

318.5＊23 
（25.4＊2,＊23） 

SUSF316＊23 

変更なし 

318.5＊23 25.4＊2,＊4,＊23 SUS304TP＊23 
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変 更 前 変 更 後 

名    称 
最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径＊2 

(㎜) 

厚 さ 

(㎜) 
材 料 名    称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(㎜) 

厚 さ 

(㎜) 
材 料 

残 
 

留 
 

熱 
 

除 
 

去 
 

系 

＊23 

弁 E12-F053B 

～ 

弁 E12-F050B 

10.7＊23 302＊23 

318.5＊23 
（25.4＊2,＊23） 

SUSF316＊23 

残 
 

留 
 

熱 
 

除 
 

去 
 

系 

変更なし 

318.5＊23 25.4＊2,＊23 SUS316TP＊23 

＊23 

弁 E12-F050B 

～ 

再循環系ポンプ B吐出管合流点 

10.7＊23 302＊23 318.5＊23 25.4＊2,＊4,＊23 SUS304TP＊23 変更なし 変更なし 変更なし 

変更なし SUS316TP 

変更なし 

＊23 

弁 G41-F016 

～ 

燃料プール冷却浄化系 

配管合流点 

1.52＊1,＊23 174＊23 267.4＊23 9.3＊2,＊4,＊23 STPT42＊23 変更なし 

＊23 

B 系統燃料プール冷却浄化系 

配管分岐点及び 

A 系統燃料プール冷却浄化系 

配管分岐点 

～ 

弁 G41-F036 

3.45＊1,＊23 174＊23 

267.4＊23 9.3＊2,＊4,＊23 

STPT42＊23 

変更なし 

STPT410＊23 

267.4＊23 

/267.4＊23 

/267.4＊23 

9.3＊2,＊23 

/9.3＊2,＊23 

/9.3＊2,＊23 

STPT410＊23 

＊23 

A 系統原子炉注水管分岐点 

～ 

残留熱除去系 

原子炉注水管合流点 

3.45＊1,＊23 174＊23 165.2＊23 7.1＊2,＊4,＊23 STPT42＊23 

変更なし 

8.62＊1,＊23 302＊23 165.2＊23 11.0＊2,＊4,＊23 SUS304TP 

注記 ＊ 1：ＳＩ単位に換算したもの。 

＊ 2：公称値を示す。 

＊ 3：重大事故等時における使用時の値を示す。 

＊ 4：エルボにあっては，管と同等以上の厚さのものを選定。 

(q)
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＊ 5：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧注水系，代替循環冷却系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（格納容器スプレイ冷却系，サプレッション・プー

ル冷却系，代替循環冷却系）と兼用する。 

＊ 6：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧注水系）と兼用。 

＊ 7：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧注水系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（格納容器スプレイ冷却系，サプレッション・プール冷却系）と兼用

する。 

＊ 8：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧注水系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（格納容器スプレイ冷却系，サプレッション・プール冷却系，代替循

環冷却系）と兼用する。 

＊ 9：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（格納容器スプレイ冷却系，サプレッション・プール冷却系，代替循環冷却系）と兼用する。 

＊10：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（格納容器スプレイ冷却系，代替循環冷却系）と兼用する。 

＊11：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（格納容器スプレイ冷却系，代替格納容器スプレイ冷却系，代替循環冷却系）と兼用する。 

＊12：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧注水系，低圧代替注水系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（低圧代替注水系）と兼用する。 

＊13：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（格納容器スプレイ冷却系，サプレッション・プール冷却系）と兼用する。 

＊14：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（サプレッション・プール冷却系）と兼用する。 

＊15：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（サプレッション・プール冷却系，代替循環冷却系）と兼用する。 

＊16：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧注水系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（サプレッション・プール冷却系）と兼用する。 

＊17：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧注水系，代替循環冷却系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（サプレッション・プール冷却系，代替循環冷却系）

と兼用する。 

＊18：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧注水系，代替循環冷却系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（代替循環冷却系）と兼用する。 

＊19：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（格納容器スプレイ冷却系）と兼用する。 

＊20：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧注水系，低圧代替注水系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（低圧代替注水系）と兼用する。 

   ＊21：当該配管は，その機能及び構造上の耐圧機能を必要としないため，最高使用圧力を設定しないが，ここでは，サプレッション・チェンバの最高使用圧力を[ ]内に示す。 

   ＊22：STPT42 同等材（STPT410）への取替えを行う。 

   ＊23：平成 30 年 10 月 18 日付け原規規発第 1810181 号にて認可された既工事計画書の変更前の記載。 

   ＊24：記載の適正化を行う。平成 30年 10 月 18日付け原規規発第 1810181 号にて認可された既工事計画書には「SGV410」と記載。 

   ＊25：STPT42 同等材（STPT410）への取替えを行う。平成 30 年 10 月 18 日付け原規規発第 1810181 号にて認可された既工事計画書には記載なし。 

   ＊26：当該継手は，設計及び工事の計画の認可として申請を行う。 
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⾃主対策設備の悪影響防⽌について【pH制御設備接続位置変更に伴う考慮】

SA⼯認「補⾜-40-13【⾃主対策設備の悪影響防⽌について】（以下「SA⼯事計画（抜粋）」として
⽰す。）」において，⾃主対策設備の直接的な影響と間接的な影響を評価しており，さらに発電所にお
ける運⽤リソースについても評価している。

<SA⼯事計画（抜粋）：①>
当該資料において，サプレッション・プール⽔pH制御設備については，他の設備への影響として考慮

すべき事象としては，以下の項⽬が挙げられており，それぞれ悪影響はないと評価されている。
<SA⼯事計画（抜粋）：②>

・ 直接的影響：アルカリ薬液による原⼦炉格納容器バウンダリの腐⾷
アルカリ薬液と原⼦炉格納容器内の保温材及びグレーチング等との反応による⽔素
発⽣による圧⼒上昇
アルカリ薬液と原⼦炉格納容器内の保温材及びグレーチング等との反応による⽔素
発⽣による燃焼リスク

・ 間接的影響：薬液タンクの破損によるアルカリ薬液の漏えい

上記の事象に対して，pH制御設備の接続位置をRHR（A）系からRHR（B）系へ変更することに伴い，
悪影響防⽌の観点で検討を⾏った。また，併せてその他の影響として，溢⽔によるの影響についても評
価を⾏った。
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⾃主対策設備の悪影響防⽌について
【pH制御設備接続位置変更に伴う考慮すべき事象のまとめ】
想定事象 検討結果

直接的影響

アルカリ薬液による原⼦炉格納容器バウン
ダリの腐⾷

pH制御したサプレッション・プール⽔の⽔酸化ナトリウムは低濃度であり、PCV
バウンダリを構成するステンレス鋼や炭素鋼の腐⾷領域でないため悪影響はない。
シール材についても耐アルカリ性の改良EPDMを使⽤することから悪影響はない。
【Ａ系・Ｂ系共通事項のため変更はない】

アルカリ薬液とPCV内の保温材及びグレー
チング等との反応による⽔素発⽣による圧
⼒上昇

PCV内のアルミニウムと亜鉛が全量反応し⽔素が発⽣すると仮定しても、事故時
におけるPCV内気相は⽔蒸気が多くを占めているため圧⼒制御には影響はない。
【PCV内での想定事象のため変更はない】

アルカリ薬液とPCV内の保温材及びグレー
チング等との反応による⽔素発⽣による燃
焼リスク

PCV内は窒素置換されており、燃焼のリスクはない。
【PCV内での想定事象のため変更はない】

間接的影響

薬液タンクの破損によるアルカリ薬液の漏
えい

薬液タンクを⼗分な強度を有する設計とするとともに、タンク周囲には堰を設け
る計画のため悪影響はない。
【Ａ系・Ｂ系共通事項のため変更はない】

運⽤リソースに関する影響
必要な⼈員、⼿順に基づいた対応を⾏うため悪影響はない。
また、残留熱除去系B系が停⽌し、B系サプレッション・チェンバスプレイ弁が閉
の状態で薬液注⼊となることから、残留熱除去系への悪影響はない。
【B系への変更を反映】

その他 溢⽔等による損傷等の防⽌
注⼊位置の変更により配管ルートに変更があるが、⾒直した評価についても、従
来の各エリアで想定する溢⽔量に包含されるため、全体の溢⽔評価に変更はない。
また、注⼊位置変更により安全区分の分離状態が変るものではないため、接続位
置変更は、全体の溢⽔評価に影響を与えるものではない。
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第１２条 発電用原子炉施設内における溢水等による損傷等の防止に対する影響について 

 

 残留熱除去系配管の接続箇所変更ついては，内部溢水評価における，以下３つの評価に対する影

響がないことから，全体の溢水評価に影響を与えるものではない。 

 

・地震随伴溢水 

  残留熱除去系配管は耐震クラス S クラスであり，地震時の溢水は想定しないことから，接続

箇所の変更による溢水評価に影響はない。 

 

・消火活動により発生する溢水 

  pH 装置の各設備配置に変更がないことから，想定する火災時の溢水量及び溢水影響範囲に変

更はないため，接続箇所の変更による溢水評価に影響はない。 

 

・想定破損による溢水 

  残留熱除去系配管への接続位置変更により，B 系配管への分岐が追加となるが，評価は接続

箇所の従来の配管における損傷評価に包含される。また，従来の安全区分の分離状態が変るも

のではないため，溢水評価に影響はない。 

  pH 装置の薬液タンク及び配管は，静水頭の機器と気体系配管の範囲となるため，想定破損評

価においては，破損想定をしない範囲であり，溢水を想定していない。 

以上の理由より，接続箇所の変更による溢水評価に影響はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 原子炉格納容器ｐＨ制御のための設備 系統概要図

原
子
炉
圧
力
容
器

原子炉格納容器 

ドライウェル

サプレッション・チェンバ

薬液タンク 

原子炉建屋原子炉棟

NO 

NO 

NO 窒素ガスボンベ

NO 

MO 

残留熱除去系より 

：評価する分岐点の変更箇所 
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資料：SA工事計画（抜粋）
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補足-5【原子炉格納容器電気ペネトレーション貫通部改造工事

の概要について】 

（改６） 

 

 

 

 



【概要】

○原子炉格納容器の気密性能を維持するために，電気配線貫通部（電気ペネトレーション）を取り替える（ＳＡ工認）。

○スリーブとアダプタ，スリーブとフランジを溶接する際に，スリーブ長さが50mm程度短くなることが，設計進捗により明らかとなったことから，要目表及び構
造図を更新する（ＳＡ工認から改造）。

○材料手配，製作及び現地工事の期間を踏まえ，8月までに材料検査を受ける必要があるため，本時期に申請する。

〇今回の電気配線貫通部の改造に伴い，「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則」第５条，第１１条，第１２条，第１４条，第１５条，
第１７条，第４４条，第５０条，第５２条，第５４条，第５５条，第６４条，第６５条及び第６６条並びにそれらの「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基
準に関する規則の解釈」に基づき，技術基準の適用条文を示す。なお，適用条文等の整理については，補足－１に示す。

原子炉再循環ポンプ用格納容器電気ペネトレーションの改造について

原子炉

原子炉再循環ポンプ

原子炉格納容器内側 原子炉格納容器外側

電動機

改造：スリーブ（④）

電気ペネトレーション

原子炉格納容器外側

電気ペネトレーション4台

・ 原子炉再循環ポンプA系 2台

・ 原子炉再循環ポンプB系 2台

シール部（ゴム）が放射線等により劣化することで気密性能に影響を及ぼす

取替範囲

既設残存範囲

（図は1台の例）
切断箇所（スリーブ両端内側）

スリーブ（④）とアダプタ（⑤）
を溶接（X-101A～D）

スリーブ（④）とフランジ（後述）を溶
接（X-101A～C）

X-101Dは溶接済みのためスリーブ
に加えてフランジも既設残存

原子炉格納容器内側
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電気ペネトレーションの耐震性に関する説明

応答解析用モデル

※1 フランジ部位については強度に関する説明参照。

※2 X-101Dはスリーブとフランジを溶接済みであり，スリーブ端からの検査が困難のため，フランジを含む長さ2,747mmを要目表に記載して今回申請。

※3 ＳＡ工認では，X-101A～Dのうちスリーブ長さが長いX-101D を代表として耐震評価しており，今回申請においても代表に変更はない。

①SA工認 ②今回変更後 差（②－①）

スリーブ長さ（mm）
フランジ※１，※２を含める － 2,747※２（要目表） －

フランジ※１，※２を含めない 2,713（要目表） 2,697 －16（－0.6％）※３

全体質量（kg）
－

2,275 1,990 －285（－12.5％）

応答解析に用いた機器緒元の比較

スリーブ長さが短くなる（Ａ部－
Ｂ部間の長さが短くなる）と，支
点（ばね）にかかる応力は小さく
なる

また，今回の取替では全体質量
も小さくなる計画であり，ＳＡ工
認時よりも耐震上有利となる

スリーブ長さが短くなる

Ａ部 Ｂ部

スリーブはフランジ※１，※２を含めない長さでの評価

（フランジ※１，※２は接続箱等に含める）

耐震計算で扱う長さ

適用条文
第５条，５０条
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電気ペネトレーションの強度に関する説明

基本板厚計算

（X-101A～Dのうち，スリーブ長さが長いX-101D を代表として評価）

応力評価

スリーブ長さが短くなると，スリーブにかかる荷重が小さくなるため，ス
リーブに求められる必要厚さは小さくなる

スリーブと同じ厚さであるアダプタに求められる必要厚さも小さくなる

今回の工事で板厚を変更しないため，ＳＡ工認時の保守性は保たれる

スリーブ長さが短くなると評価点にかかる応力は小さくなる

（スリーブ長さが短くなることで接続箱が評価点に近づく）

スリーブ長さＬが短くなる

スリーブ，アダプタに求められる
必要厚さは小さくなる

フランジ

適用条文
第１７条，５５条
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電気配線貫通部に関する高経年化技術評価書 

（取り替えることを前提に評価していることを示す評価内容） 

 

電気配線貫通部の高経年化技術評価については，「添付書類二 東海第二発電所 劣

化状況評価書」（平成29年11月（平成30年10月一部変更））に以下の記載があります。 

５．技術評価結果 

別冊「容器の技術評価書（運転を断続的に行うことを前提とした評価）」 

2.3 電気ペネトレーション（4）シール部の劣化による機密性の低下［高圧動力

用モジュール型電気ペネトレーション］ 

  ・高圧動力用モジュール型電気ペネトレーションは，60 年間の通常運転期間，設

計基準事故時及び重大事故等時雰囲気において気密性能は維持できる 

  ・重大事故等時においても気密性能は維持できる 

 

７．劣化状況評価で追加する項目 

別冊「劣化状況評価で追加する評価に係る技術評価書」 

3. 40 年目評価で追加検討を要する事項の評価結果 

①経年劣化傾向の評価 

5. 電気・計装品の絶縁低下 

a)電気ペネトレーション 

30年目の評価で電気ペネトレーション（モジュール型）については，当該

品（海外製）による評価となっていなかったため，当該品による健全性評価

試験を実施したが，良好な結果が得られなかったことから，60年間の健全性

が確認されている現行品（国内製）に取替えることとした。 

当該品（海外製）については，健全性が確認された現行品（国内製）へ取

替えることで，60 年の通常運転期間，設計基準事故時雰囲気及び重大事故等

時雰囲気において絶縁を維持できると評価する。 

③長期保守管理方針の有効性評価 

27. 電気ペネトレーション（モジュール型）の絶縁特性低下及び気密性低下 

＜30 年目の評価結果＞ 

（前略）但し，電気ペネトレーションの評価にあたっては，国産電気ペネト

レーションのデータによる評価であることから当該品による60 年想定の耐環

境試験を実施し，長期的な健全性を確認する必要がある。 

＜有効性評価＞ 

日本電気協会｢原子力発電所の安全系電気・計装品の耐環境性能の検証に

関する指針」及びIEEE Std.317-1976 に基づき，海外製低圧電気ペネトレー

ションの試験を行い，健全性の確認が出来なかったことから，今停止期間中

に60 年の健全性が確認されている国内製低圧，高圧電気ペネトレーションへ

更新を行う。 

海外製電気ペネトレーションについては，通常運転期間相当，設計基準事

故時及び重大事故等時条件において健全性が確認された国内製電気ペネトレ

ーションへ取替えることで，60 年の運転を想定した期間，健全性は維持でき

ることから，長期保守管理方針は有効であったと判断する。 

 

「７．劣化状況評価で追加する項目」において，今停止期間中（第25回定期事業者検

査期間中）に国内電気ペネトレーションへ更新を行うとしており，これを受けて「５．

技術評価結果」は，更新を前提としたものとして評価をまとめています。 

以 上 
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